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　 In the society which an aging society progresses, and elderly people increase in number, elderly people's 
knowledge of life is property for society. The university of senior is a lifelong learning institution which can 
return elderly people's knowledge to society. 
Key Words : Changeability, lifelong learning
　これからの日本は、高齢化が進んで行き高齢者の数が増
加していく。高齢者とは言っても定年退職直後の高齢者は
体力にも余裕のある人が多い。また働いて来た過程の中
で、何かの分野のプロフェッショナルとなっている人も多
い。このような高齢者が何かを教えたり、学んだりできる
場があれば 、社会に高齢者が様々な経験を通して培った
知識を還元できる。また高齢者にとっても社会貢献をする
場所ができ、新しい居場所ができるのではないだろうか。
高齢者や社会にとって有益な場所について考えて行く。
　沢山の高齢者の方の集まる居場所となり、沢山の知識が
集積し、その知識を社会へと還元できるような学びの場を
計画する。東京駅の目の前の丸の内で計画を行うことで、
全国からのスクーリングを可能にし、都会に住んでいない
人でも簡単に参加ができるようにする。
　丸の内という整備された街は、高齢者にとっても歩きや
すい街であると共に、近くに皇居のお堀を含む公園などが
あり散歩などのアクティビティーにも優れている。現在は
広場のように使われている行幸通りを、高齢者のための学
びの場として変える提案を行う。
１．はじめに
２．コンセプト
３．敷地について
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図 2　シニア大学に人が集まってくる様子　
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　このシニア大学を使って高齢者の方々へ生涯学習の場を
提供すると共に自らが何かを教えるということで社会貢献
の機会を得られ、社会にとっても年長者の重要な経験を受
け継ぐ機会が得られるような場の提案を行う。様々な経験
をしてきた高齢者や、その経験を学びにきた人が集まり、
新たなコミュニティーが生まれるような場を提案する。
　授業は行幸通りにあるシニア大学で行うだけでなく、他
の場所でも開催する。授業のパターンは大きく３パターン
に分類することができる。１つ目は行幸通りのシニア大学
で行うもの、２つ目は行幸通りの地下街の空いているス
ペースを活用して行うもの、３つ目は公園や近くの施設を
使って行う課外授業である。
＜行幸通り　地上　シニア大学＞
　行幸通りに授業を行うための場を計画する。通常のよう
な頑丈な床・壁・天井で作られている建物ではなく、床と
天井、それらをささえる柱によって構成されている場を作
る。授業を行う時は、この場にある沢山の柱の中から適切
な物を選択し、その柱の間を幔幕で覆うことで空間を形成
する。授業ごとに必要な場は違ってくるため、授業によっ
て必要な空間を選び、作り、授業を行う。
＜行幸通り　地下＞
　既存の行幸通り地下街の通路空間を活用する。既存の柱
を活用し、ここにも幔幕を張っていく。こちらの教室空間
は地下街なので、季節・天候関係無く授業を行うことがで
きる。
　この生涯学習のテーマに興味を持ったきっかけは祖父と
の会話だった。「何か今までしてきた仕事を活かして、人
の役に立てる事はないか考えているが、思いつかない。」
この言葉を聞いて、高齢者の持つ技術力の高さ・知識の豊
富さは、これからの人々のためになる、とても大切なもの
だと感じた。高齢者が学んだり、教えたりする生涯学習の
場があれば、その大切なものを継承していけるのではない
かと思う。
これから増加する高齢者の方々が暇を持て余し、つまらな
い老後を送るのではなく、若い世代と交流し、高齢化社会
の中でもよりいきいきと生きられるような社会へと変化し
ていくことを願う。　
　
　
５．提案
６．おわりに
４．プログラム
地上型
2. 温室 type1. 公開 type空間タイプ
空間イメージ
特徴
主な授業例
使う材料
3. プライバシー type
大人数を収容できる。
外からは見えそうで見えない。
幕：オーガンジー（シースルー）
外からはよく見える。
風を通さない素材なので、細かい作業を伴う
授業に最適。
布：オーガンジー（シースルー）
外から見えづらい。
中に全く見えないエリアがある。
布：オーガンジー（シースルー）
　　＋木綿
・入学式、卒業式などの式典
・毎日の体操　―足を動かしたい方―
・小学生とワークショップ
・みんなの図工室　―人生アルバムを作ってみよう―
・久しぶりにバレンタインを楽しんでみよう
・みんなで利き米
・ファッション座談会　着物のイロハ
・趣味発見　―アート―
・長年住んだ家を素敵にリノベーションー壁編ー
・布（オーガンジー）　◎m ・布（オーガンジー）　３m ・布（オーガンジー）　３m
図 3　シニア大学　東京駅側・皇居側立面　
図 4　シニア大学　地上教室空間分類表　
図 5　シニア大学　地下教室の様子　
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